
  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 ９月３０日発行  厚岸町立太田中学校 第７号 

        １０月 行事予定表 

 ～太田中学校ホームページへ～ 

  日常の教育活動の様子をはじめ、 

学校情報が掲載されております。右 

のＱＲコードやインターネットで、 

「太田中学校ホームページ」などと 

検索してアクセスしてみて下さい。 

『総合』の時間はふるさと学習からキャリア学習へ 
～自己とじっくり向き合って 自分探しの旅～ 

校長 山口 直樹 
 ８月３０日に役場町民ホールで行った総合ふるさと学習発表会には、若狹町長、滝川教育長はじめ町

教委の皆様、そして社会見学でお世話になった役場総合政策課の皆様と、多くの役場関係者の方にご覧

いただきました。また遠くは、２年生の宿泊研修での活動にご協力いただいた摩周観光協会の担当の方

にも足を運んでいただき「感動した」というご感想を述べられたと本校職員から聞いております。そし

て、生徒のご家族をはじめ太田自治会役員や太田小の校長先生など本当に多くの方に見ていただき心よ

り御礼申し上げます。取組の一端をご紹介した訳ですが、より多くの方々に理解していただき光栄に存

じます。一方、課題も見えており、発展途上にありますので、皆様からのご批正を謙虚に受け止め、今

後の学びに生かしてまいります。手前味噌ですが、生徒は本当に頑張りました。２年生の姿を見るにつ

け、つくづく「経験って大事だな」「苦労を経て強さが出てきたな」と感慨深いものがあります。これ

からも、探究的な学びを通してたましい人間を育成したいと思います。本当にありがとうございました。 

さて、今月からの取組の柱は「キャリア学習」です。これは、単に高校や職業の選択という狭義の捉

えではありません。社会とのかかわりの中で「勤労観」「職業観」を育み、自己の生き方についての探

究を通して自己実現をいかにして図っていくか「自己との対話」が鍵となります。そのような資質能力

を育むため、職場体験など体験活動と関連させ、自己とじっくり向き合う場を設けることによって、 

“自分とはどういう人間なのか”“自己実現に向けて何をしていきたいのか”思いを深めていけたらと

思います。ここにも福沢諭吉の説く＜メタ認知＞＜自己評価＞＜見通し＞が関わってきます。学習過程

において、地域の皆様方のお力添えをいただく際は、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

おまけ ～私の５０年 これまでの自分とこれからの自分 職業選択とそのときの思い～ １０月１日生誕５０年に寄せて 

 私が教職に就いた動機は、「趣味と実益とを兼ねられる！」でした。中学時代から社会科が好きなのと短距離

走が得意だったので、社会科と陸上部を教える職業と思い中学か高校の社会科教師を目指しました。仙台の大学

で専門的な学びが楽しくなった時、完全に高校教師に気持ちが傾きました。しかし、平成８年は就職氷河期真っ

只中で高校社会の倍率は青森４０倍、北海道２５倍でした。「試験なんて２回はやりたくない」の思いから、倍

率が１５倍で高校よりもマシだった中学社会を選びました。路線変更により、大学３年３月からいきなり中学採

用試験の勉強を必死にやったので正味４か月の戦いでしたが一発で合格できました。ここが一つの転機でしたね。

高校教師を目指していたら違った人生になっていたでしょう。理想をとるか現実をとるかで現実を取りました。 

さて、今後のキャリア設計ですが、６０歳役職定年後、年金が出るまでは、元来思い描いていた高校教師とな

り、６５歳？からは、読・書・算の基礎基本に取り組む塾を開設し経営する傍ら、地域史の執筆活動をして余生

を送りたいと思っており、死ぬまで教育を通したで社会貢献をしていきたいと思い、学び続けている最中です。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月３０日（金）に厚岸町役場にてふるさと学習発表会を行いました。 

１年生「厚岸町の公園」、２年生「厚岸町と他の地域の比較」について発表しま

した。１年生は厚岸の各公園を訪問し、点検項目を決めてチェックし、考えられ

る改善点について発表しました。２年生は宿泊研修で訪問した弟子屈町の観光の

現状について調査し、弟子屈町の参考にすべき点を提示し、厚岸の観光の発展の

ために何が必要か提案しました。 

 発表には本校保護者の方々、太田自治会役員、厚岸町教育長、太田小の校長先

生、今回の調査に協力してくださった厚岸町役場の方々や弟子屈観光協会の方。

そして、町長などたくさんの方が観覧してくださいました。厚岸町役場の方から

使用した資料の提供を求められ、観覧していた人たちからは「若い人たちが地元

の発展のためにすごく考えていることが伝わった。一緒に町の活性化に協力した

い」との声が寄せられました。 

 

 

 

 

９月１７日（火）～１８日（水）に厚岸町役場の保健福祉課の保健師さんを

招いて思春期講座の授業を行いました。１年生は「性について一緒に勉強しよ

う」というテーマで思春期中の体と心の成長について学習しました。２年生は

「赤ちゃんふれあい体験」で実際に赤ちゃんとお母さんに来校してもらい、ふ

れあい方法について学習しました。赤ちゃんふれあい体験ではだれもが優しい

顔になり、笑顔で赤ちゃんを抱いている姿が印象的でした。 

 

 

 

 

 

９月２５日（水）～２６日（木）総合的な学習の時間「キャリア学習」として２

年生が職場体験で厚岸の事業所を訪問しました。訪問事業所は厚岸森林組合、水鳥

観察館、厚岸情報館、あきた生花店です。普段見ることができない職場内の様子を

知り、実際に勤労する体験できました。10月 1日には 1年生の職場見学が予定さ

れています。今回の「キャリア教育」を通して、職業に対する自己の適性や、今後

の生き方について考えるきっかけとなってほしいです。 
 

 

 

 

 

 

 

 
あきた生花店         水鳥観察館          厚岸森林組合         

 

 

 

                          

 

                                大きく育ったハロウィンかぼちゃ 

●クリーン作戦 

令和６年１０月７日（月） １４：１５～１５：２０（雨天延期） 

    ＊予備日：１０月１１日（金）同時間帯（雨天中止） 

 秋のクリーン作戦を実施します。地域の皆様にも参加していただき小学生・中

学生と一緒に太田の町をきれいにしましょう。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

●地域参観日 
令和６年１１月１４日（木） ２，３，４時間目 

お知らせするには少し早いのですが、生徒の日頃の学習活動を地域・保護者の

皆様に見てもらうために地域参観日を実施します。体験参加型の内容を準備して

います。現在の中学校の授業をぜひ体験してみてください。多数のお越しをお待

ちしています。 


